
プログラミング演習④（Google Apps Script）＋ChatGPT 

 Google Apps Script（以降 GAS）はGoogle 社が提供しているプログラミング言語である。Googleメー

ルやGoogleスプレッドシータなどのGoogleアプリの操作を自動化したりすることができるだけでなく、

WebAPI を利用して、数多くのアプリと連携させることができる。GAS はベースが JavaScript なので、

基本的な構文等を学習するときは JavaScript の記事を読めばよい。ここでは GASの環境を使って、より

実戦的なプログラム作成の手順を説明する。 

 

【課題】 

 テスト結果を HRNO を 4 桁の数字で表したファイル名にして PDF ファイルで書き出したものを図１

のように同じフォルダに入れておく（ファイル名の例；1 年１組１番のファイルは「1101.pdf」）。また、

スプレッドシートを作り HRNO と個別のメールアドレスとファイル名を入れる（図２）。このデータを

読み取り、個別にテスト結果の PDFファイルをメールで送信するプログラムを作りなさい。なお、この

プログラムを使ってスパムメールなどを送信する行為は法に触れる。 

   

    図１ ファイル                  

 

始めは、図書館で GASの本を借りたり、ネットで検索したりする。図書館で本を借りてきて、GASにつ

いての基礎知識を習得したり、目的にあった内容の記事を見つける。 

 

本には、GASのスクリプトには、Googleドライブ上にファイルを作るスタンドアロン型と、スプレッド

シートなどのファイルを作っておいて作るコンテナバインド型の二つがあると書かれており、今回は図

２の対応表がスプレッドシートで作られているので、そのファイルに組み込むコンテナバインド型の

GAS を作った方がいいと考える。 

 

頭１のファイルを作っておき、同じフォルダに入れる。GAS 個別ファイル配布ファイルを開き、本に書

いてある通りの操作をする。 

図２ GAS個別ファイル配布ファイル 



 

 

プログラムを書く、準備ができる 

 

無題のプロジェクトをクリックして、ファイル名を帰る 

  

本を参考にして、文字列を出力するプログラムを書く 

 

 

 

下の実行ログに文字列が表示される。 



 

基本的なことは学習済みとして、目的のプログラムを作ることにする。 

検索をして、それらしいプログラムを探すと下記のようなページが検索される。 

 

（参照）Note Gmailを一斉送信するとき個別に添付ファイルを送りたい。GAS(Google Apps Script) 

（https://note.com/edup/n/nfe8259c9bfe4） 

他にも下記のようなページがあるので一通り目を通す。 

（参考） 

初めての GAS(Google Apps Script)|スプレッドシートの内容を本文に差し込んで、添付ファイルも付けて、Gmail 一斉送信してみた。 

https://note.com/edup/n/n855b4e6f3be9 

スプレッドシートの内容を本文に差し込んで、添付ファイルも付けて、Gmail一斉送信してみた。【改訂版】 

https://note.com/edup/n/n1f1021f7a0e4 

 

  

https://note.com/edup/n/nfe8259c9bfe4
https://note.com/edup/n/n855b4e6f3be9
https://note.com/edup/n/n1f1021f7a0e4


それらを参考にしてプログラムを作る 

 

実行ボタンを押して実行する 

 

 

  



エラーが出てきて動かず、プロジェクトも保存できない・ 

 

 

右側にブレークポイントを設定するように出ているので、ソースの左側をクリックしてブレークポイン

トを設定する。 

 

 



 

同じ状態になるが、どこがおかしいか示してくれる。 

   

 

ここで、自分でチェックしてもよいのだが、ここでは、そのデバッグ作業を ChatGTP を使ってやること

にする。 

ChatGPTを検索して、ChatGPT のサイトにアクセスをする。 

 

 

  



今すぐ始めるボタンを押す 

 

 

お手伝いできることはあるか聞いてくるので、ChatGPT に質問をする 

 

答えてくれるので、対話をしながら解決していく 

 



プログラムコードを選択してコピーして、メッセージを送信するに貼り付ける。 

 

  



修正すべき場所を指摘してくれる。 

 

 



 

これらを参考にしてプログラムを修正する。 

 
 

 

 

 

 

  



＜コード＞ 

function sendMail() { 

  const sheet = SpreadsheetApp.getActiveSheet(); 

  const lastRow = sheet.getLastRow(); 

  const subject = '１学期期末 試験結果'; 

 

  // 各行をループ処理 

  for (let i = 2; i <= lastRow; i++) { 

    const hrno = sheet.getRange(i, 1).getValue();  // HRNO 

    const address = sheet.getRange(i, 2).getValue();  // メールアドレス 

    const fileName = sheet.getRange(i, 3).getValue();  // ファイル名 

 

    // メール本文を構築 

    const body = `HRNO: ${hrno}\n テストの結果をメールに添付しました。\n ご確認ください。`; 

 

    // ファイルを取得 

    const files = DriveApp.getFilesByName(fileName); 

     

    if (files.hasNext()) { 

      const file = files.next();  // 最初のファイルを取得 

      GmailApp.sendEmail(address, subject, body, { 

        name: 'T.Matsuura', 

        attachments: [file]  // 添付ファイル 

      }); 

    } else { 

      Logger.log(`ファイルが見つかりません: ${fileName}`); 

    } 

  } 

} 

 

実行をして、権限を確認ボタンを押す 

 

 

  



自分のアカウントをクリックする 

 

許可ボタンを押す 

 



エラーが出るので、Google で検索をする 

 

 
 

検索してみると、アクセスしているユーザーが多いとエラーになるようなので、ファイルを開いている

タグを閉じてもう一度実行すると成功する。 

 

  



Gmail を見て確認をする 

 

このままでも課題は達成できているのだが、改良する部分などを教えてくれるので、次のようにメッセ

ージを送る。 



 



 



 



 

と、改善案を提示してくれるので、今までのコードはどこかに保存しておき、コードを鵜が湧きして実行

する。 

（コード） 

 

function sendMail() { 

  const sheet = SpreadsheetApp.getActiveSheet(); 

  const lastRow = sheet.getLastRow(); 

  const subject = '１学期期末 試験結果'; 

 

  // 各行をループ処理 

  for (let i = 2; i <= lastRow; i++) { 

    const hrno = sheet.getRange(i, 1).getValue();  // HRNO 

    const address = sheet.getRange(i, 2).getValue();  // メールアドレス 

    const fileName = sheet.getRange(i, 3).getValue();  // ファイル名 

 

    // メール本文を構築 

    const body = `HRNO: ${hrno}\n テストの結果をメールに添付しました。\n ご確認ください。`; 

 

    // ファイルを取得 

    const files = DriveApp.getFilesByName(fileName); 

     

    if (files.hasNext()) { 

      const file = files.next();  // 最初のファイルを取得 

       

      try { 

        GmailApp.sendEmail(address, subject, body, { 

          name: 'T.Matsuura', 

          attachments: [file]  // 添付ファイル 

        }); 

        Logger.log(`メールを送信しました: ${address}`); 

      } catch (error) { 

        Logger.log(`エラーが発生しました（メール送信失敗）: ${address} - ${error.message}`); 

      } 

    } else { 

      Logger.log(`ファイルが見つかりません: ${fileName} - 行: ${i}`); 

    } 

  } 

} 



（操作画面） 

 

 



 

これで、どこで送信エラーが出たかわかるようになった。煩わしければ、元のコードで実行してもよい。 

 

  



別の日に、ネット検索と ChatGPTを使ってやってみる。 

 

間違ったコードを貼り付ける 

 

 

すると、ChatGPTがどこがおかしいか答えてくれるので、修正する。 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

＜コード＞ 

function sendIndividualFiles() { 

  // スプレッドシートとシートの取得 

  const sheet = SpreadsheetApp.getActiveSpreadsheet().getActiveSheet(); 

  const lastRow = sheet.getLastRow();  // 最終行の取得 

 

  // メールの件名 

  const subject = '個別のファイルを送信します'; 

 

  // 各行ごとにループ 

  for (let i = 2; i <= lastRow; i++) { 

    // 各セルの値を取得 

    const email = sheet.getRange(i, 1).getValue();  // A 列：メールアドレス 

    const fileName = sheet.getRange(i, 2).getValue();  // B 列：ファイル名 

 

    // メール本文 

    const body = '指定されたファイルを添付して送信します。ご確認ください。'; 

 

    // ファイルを Google Drive から取得 

    const files = DriveApp.getFilesByName(fileName); 

    if (files.hasNext()) { 

      const file = files.next();  // 最初のファイルを取得 

 

      // メール送信（添付ファイル付き） 

      GmailApp.sendEmail(email, subject, body, { 

        name: 'T.Matsuura',  // 送信者名 

        attachments: [file]  // 添付ファイル 

      }); 

 

      Logger.log('ファイルを送信しました: ' + email + ', ' + fileName); 

    } else { 

      Logger.log('ファイルが見つかりません: ' + fileName); 

    } 

  } 

} 



 

 

 

  



スプレッドシート（※ここでは、ファイル名を 1100から 1104にしている） 

 

 

編集したデータ 

 

function sendIndividualFiles() { 

  // スプレッドシートとシートの取得 

  const sheet = SpreadsheetApp.getActiveSpreadsheet().getActiveSheet(); 

  const lastRow = sheet.getLastRow();  // 最終行の取得 

 

  // メールの件名 

  const subject = '１学期中間 試験結果'; 

 

  // 各行ごとにループ 

  for (let i = 2; i <= lastRow; i++) { 

    // 各セルの値を取得 

    const email = sheet.getRange(i, 2).getValue();  // B列：メールアドレス 

    const fileName = sheet.getRange(i, 3).getValue();  // C列：ファイル名 

 

    // メール本文 

    const body = '試験結果を添付しました。ご確認ください。'; 

 

    // ファイルを Google Driveから取得 

    const files = DriveApp.getFilesByName(fileName); 

    if (files.hasNext()) { 

      const file = files.next();  // 最初のファイルを取得 

 

      // メール送信（添付ファイル付き） 

      GmailApp.sendEmail(email, subject, body, { 

        name: 'T.Matsuura',  // 送信者名 

        attachments: [file]  // 添付ファイル 



      }); 

 

      Logger.log('ファイルを送信しました: ' + email + ', ' + fileName); 

    } else { 

      Logger.log('ファイルが見つかりません: ' + fileName); 

    } 

  } 

} 

 

 

 
 

 



 

 
  



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

これでも、同じように送信ができる。 

＜改良コード＞ 

function sendIndividualFiles() { 

  // スプレッドシートとシートの取得 

  const sheet = SpreadsheetApp.getActiveSpreadsheet().getActiveSheet(); 

  const lastRow = sheet.getLastRow();  // 最終行の取得 

 

  // メールの件名 

  const subject = '１学期中間 試験結果'; 

 

  // 各行ごとにループ 

  for (let i = 2; i <= lastRow; i++) { 

    // 各セルの値を取得 

    const email = sheet.getRange(i, 2).getValue().trim();  // B 列：メールアドレス 

    const fileName = sheet.getRange(i, 3).getValue().trim();  // C 列：ファイル名 

 

    // メール本文 

    const body = '試験結果を添付しました。ご確認ください。'; 

 

    // データの検証 

    if (!email || !fileName) { 

      Logger.log(`行 ${i} のデータが不完全です。メールアドレス: ${email}, ファイル名: ${fileName}`); 

      continue;  // 次の行に進む 

    } 

 

    // ファイルを Google Drive から取得 

    const files = DriveApp.getFilesByName(fileName); 

    if (files.hasNext()) { 

      const file = files.next();  // 最初のファイルを取得 

 

      // メール送信（添付ファイル付き） 

      try { 

        GmailApp.sendEmail(email, subject, body, { 

          name: 'T.Matsuura',  // 送信者名 

          attachments: [file]  // 添付ファイル 

        }); 

        Logger.log(`行 ${i}: ファイルを送信しました: ${email}, ${fileName}`); 

      } catch (error) { 

        Logger.log(`行 ${i}: 送信エラー: ${email}, ${error.message}`); 

      } 

 

    } else { 

      Logger.log(`行 ${i}: ファイルが見つかりません: ${fileName}`); 

    } 

  } 

} 


